
こたえ

1: 縄文時代―狩りや漁、木の実の採集をしてくらした　弥生時代―米づくりが広まり、む
か り や よ い

らどうしが争った　古墳時代―大王や豪族の大きな墓がつくられた
こ ふ ん ごうぞく

2: (1) 縄文土器　(2) 高床倉庫　(3) 卑弥呼
た か ゆ か そ う こ ひ み こ

3: イ → ア → ウ（狩りや漁をして、たて穴住居でくらす → 米づくりが広まり、むらがで
か り

きる → 大和朝廷（大和政権）が国を統一していく）
ちょうてい

みてあげる ところ

縄文時代は狩りや漁・採集のくらし、弥生時代は米づくりが広まり、むらどうしの争いが
か り や よ い

起きました。古墳時代には大王や豪族の大きな墓（古墳）がつくられ、大和朝廷（大和政
こ ふ ん ごうぞく こ ふ ん ちょうてい

権）が国を統一していきました。

つぎの 1まい: 「天皇中心の国づくり」 (sh6-02)
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